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国際ロータリー第2660地区ローターアクトでは、2013-2014年度より中長期的
な地区の発展を考え、活動の規模・内容を活性化してきた。 近年、当地区で

直面している課題は、中心的に活動してきた経験値の あるローターアクター

が卒業し、次の世代（ローターアクト歴が浅い世代）に移行していることであ

る。

また、地区全体的に見ると各クラブとしての個性が弱いように感じる。

そのため、上記のターゲットを掲げ、各クラブがそれぞれの強みを考え、彩り

豊かな地区にするために会員一人一人が主体的に活動を行うことで、各クラブ

の発展につなげる。地区ターゲットを「彩」とする。

各クラブの発展・活動の質の向上に重点を置く地区運営を行う。地区運営の

必要性は各クラブの発展の場のためにあると認識し、地区行事の方向性を

「行動人」とする。

また、前年度から地区広報委員会を設置し、ローターアクトの魅力をロータ

リアンや一般市民の皆様への発信を継続して行い、各クラブの発展を支える。

そして、ローターアクトの活動にロータリアンをはじめとするロータリーフ

ァミリーに参加してもらい、ローターアクトの魅力を感じてもらう。

当地区は、日本でもトップクラスの会員数を誇り、異業種の会員が多く 集

まる地区であり、個性豊かな会員が多い。私たちが全国でリード地区となれ

るような取り組みを行なっていく。

上記のターゲットのもと、各クラブが主体的に活動を行い、会員一人一人が

ローターアクト活動を充実する運営・支援を行なっていく。

地区ターゲット

「彩」

地区活動方針



東ゾーンターゲット

「共感動」

西ゾーンターゲット

「G∞d  chemistry 」

ローターアクトクラブでは、目に見えやすい報酬はありません。そんなロータ

ーアクターが半世紀以上にも亘り、クラブ活動や、長年続く地区献血のような

大小様々な事業を続けられる、そして協力する人が得られるのは、その事業に

かける想いに「共感」したときです。東ゾーンでは、自クラブ、そして様々な

人と共感することで1人では為し得ないアクション(動)を起こすことを目標にこ

のターゲットを定めました。実はこのターゲット選定も、1人では為し得なか

ったものです。「共感」をゾーン代理が「動」を副幹事が発案し、その2つが

重なったとき、「感動」が生まれる様をまさに体現しました。あらゆる活動に

は、共感と動くが伴い、それが重なったとき、人に感動を与えることができる

のではないか、1人1人が1年間そのような想いで活動するという決意を込め、

このターゲットにしました。

お互いの魅力をどんどん出し合い、各クラブの例会・地区行事の出席率アップ

に繋げていきましょう。「西ゾーンの思い」化学反応を起こすように、それぞ

れの個性が合わさる事で、会員同士お互いに刺激を受けたり、新しい自分が発

見 できたり、新しいものの考え方ができたりするのもローターアクトクラブ

の一つの特徴だと思っています。それぞれの違いを超えて、お互いの良さ・得

意分野が分かると、無限の化学反応を起こすことができると思います。そして

さらなる魅力あふれる各クラブ、地区になれれば、各クラブの例会・地区行事

の出席率アップにつながるのではと考え、その根源でもあるgood chemistryを

無限大に起こしていきたいと思い、このターゲットにしました。



地区行事報告



日程：2019年7月21日（日）

ホスト：寝屋川ローターアクトクラブ

日程：2020年7月21日（日）

ホスト：大阪中央ローターアクトクラブ

今年度の献血は、

・夏と冬の2回の献血で採血者600名

・ロータリーファミリーに加えて大阪府学生献

血推進協議会様と共同で行い、取組み意識を

向上させる。

を目的に大阪府下5地点にて活動を行いました。

結果は...

大日駅 受付...98 採血...82

京橋駅 受付...100 採血...84

樟葉駅 受付...66 採血...54

梅田HEP前 受付...102 採血...88

難波駅 受付...75 採血...68

5地点合計で受付者が441名、採血者376名となり、目標

600名の半分を大幅に超えることができました。

ご協力いただきました日本赤十字センターの皆様、当日お

越しいただいたロータリーファミリーの皆様、大阪府学生

献血推進協議会の皆様、誠にありがとうございました。

第2回の献血も夏に引き続き5地点にて活動を行いました。

その結果...

大日駅 受付...60 採血...48

京橋駅 受付...97 採血...84

樟葉駅 受付...54 採血...45

梅田HEP前 受付...91 採血...79

難波駅 受付...48 採血...41

5地点合計で受付者が350名、採血者297名となり、夏の採

血者376名を合わせると目標の「600名」を達成することが

できました。

今年度の冬の献血は、新型コロナウイルスが蔓延している

のではないかと不安がありながらもホストクラブ筆頭に参

加していただいた皆様が目標に向かって取り組んでいただ

いたことがこの結果を生んだと思っております。

ご協力いただきました日本赤十字センターの皆様、当日お

越しいただいたロータリーファミリーの皆様、大阪府学生

献血推進協議会の皆様、誠にありがとうございました。

第１回地区献血

第２回地区献血



日程：2019年12月6日（金）~12月9日（月）

訪問地：3420地区（インドネシア・バリ島）

目的：

・第3420地区の皆様との交流

・海外でのプログラムを精力的かつ主体的に消化し、参加者全員が

有意義な海外体験を積み、当地区ローターアクトの国際奉仕活動発

展のきっかけとすること。

・地区内RACの参加者と団体行動することにより、親交を深め、今

後のローターアクト活動へのモチベーションアップに繋げる。

【12月6日（金）】

結団式を行い、現地に向けて移動。夕方からの活動となった。

バリの伝統舞踊を鑑賞しながら夕食を取り、2660地区内での親睦を深めた。

【12月7日（土）】

3420地区ロータリー主催"Rotary Beach Fun Day"のイベントへ参加。ヨガやビーチでのゲームアクティビティに参加し、3420

地区のロータリーアン・ローターアクターとの交流をはかった。

午前中はマングローブの植林を行った。現地ローターアクターに植林方法を学びながらマングローブの植林活動を実施するこ

とができた。

午後からDanginpuriKloedにある孤児院を訪問した。チームごとに日本の遊びを準備し、大縄跳び・折り紙・ネームリボン作

り・新聞紙でのカブト作りに分かれ子ども達と交流した。

その後ビーチへ移動しクリーンハイクを行った。今回マングローブの清掃も行う予定だったが、気温の高さや活動が詰まって

いたこともあり体調面に配慮し、クリーンハイクのみとなった

夕食会場では、両地区の紹介・プレゼン及びバナー交換等を行い、親睦を深めた。

地区海外研修



【12月8日（日）】

ビーチアクティビティを行い、2660地区内で親睦を深めた。午後からはバリの街

を探索し、3420地区のアクターと夕食を取った。その夜、バリ島を発ち翌朝早朝

に関西国際空港に到着し解散しました。

【事前オリエンテーション】

海外研修本番に向けて2回オリエンテーションを開催しまし

た。事前にインドネシアや日本の文化の知識を身につけると

共にグループワークによるコミュニケーション能力やプレゼ

ンテーション能力を向上することを目的として行いました。

【解団式】

海外研修振り返りの場として階段式を開催しました。参加し

た方には当時のことを思い出していただきながら参加出来な

かった方にはこんな楽しい行事があるんだと思える振り返り

をしました。また3420地区のアクターとSkypeをで繋ぎ、御

礼を伝えることができ、有意義な振り返りの場となりました。

本来は10月に開催する予定でしたが、台風19号の直撃により

前日に中止となる事態となりましたが、四宮ガバナーをはじ

めとする多くのロータリアンの皆様、実施にあたり関わって

いただいた皆様のご尽力により日程を再調整して実施するこ

とが出来ました。改めて感謝申し上げます。



地区年次大会

LSF・新人研修会

日程：2020年6月7日（日）

ホスト：守口ローターアクトクラブ

大会テーマ：Bloom

日程：2020年6月21日（日）

開催方法：Zoom

今年度の地区年次大会は、当初5月17日にオフライン開催

予定でしたが、新型コロナウイルスの蔓延と4月に緊急事

態宣言が発令されたことにより、YouTubeとZoomによる

オンライン開催に切り替えて開催することができました。

開催の目的は地区年次大会は今年度の総決算、各クラブの

活動報告を行うとともに会員個人により良い影響を与える

ようにしようという趣旨だった。内容をオンライン用にぎ

ゅっと1時間30分にまとめ、一方的にならないようにZoom

でのパブリックビューイングで参加型にしました。

YouTubeの再生回数は1,310回と当日参加出来なかった会

員からも試聴してもらえました。

下記に配信したQRコードからぜひご覧下さい。

本行事の出席義務者は、各ローターアクトクラブ次年度の三役（会長・幹事・会計）、

各委員会次年度委員長、次年度広報担当及びローターアクト入会 1 年未満の新入会員
となっております。

全体会にて、次年度の地区ターゲット・活動方針発表に加え、リーダーシップの育

成とローターアクターとしての意識を持つためのプログラムをご用意しております。

分科会では、「理事役員部門」「委員会兼新人会部門」「広報部門」の３部門を開催

予定。「理事役員部門」では RACの基礎知識、三役の役割の共有。「委員会兼新人会
部門」では、各委員会の説明やローターアクトの魅力について。「広報部門」では地区

広報ページの活用方法等を行います。

コロナウイルスの蔓延の中、Zoom開催を余儀なくされましたが、次年度役員の熱い想
いはしっかり伝わったと思います。



その他行事報告



全国統一アクトの日

関西四地区情報交換会・交流会

日程：2019年9月8日（日）

会場：イケマンファーム

日程：2019年10月20日（日）

ホスト：国際ロータリー第680地区ローターアクト

全クラブ合同例会になって２回目の全国統一アクトの日は

初の実行委員会制を取り入れ各クラブから実行委員を募り

実施いたしました。

「親睦×奉仕」をテーマに掲げ、第一部ではグループごと

に昼食を取った後、第二部で「貿易ゲーム」を行いました。

第一部の昼食では「テーブルクロス」という予約アプリを

通して飲食店を予約すると予約人数分の給食を発展途上国

の子ども達に届けることができます。今回はそのアプリを

利用して各グループの飲食店を予約しました。

第二部の貿易ゲームも非常に盛り上がり、楽しみながら発

展途上国の食材事情について学べることができました。

毎年行われる関西四地情報交換会・交流会が開催されまし

た。関西四地区とは2640地区（大阪南部・和歌山）2650地

区（福井・滋賀・京都・奈良）2660地区（大阪北部）2680

地区（兵庫）の四地区で行われる行事です。

情報交換会では各地区の地区役員と地区RA委員会の委員長

が出席し、各地区での情報交換を行いました。

交流会では行事参加者の悩みを匿名で全体に共有しグルー

プごとに解決策を考えて発案しました。グループに分かれ

考えることで他地区RAC会員と交流が出来、新たな出会い

の場にもなりました。また、地区ごとに活動報告を行いま

した。我々第2660地区RACは伝統行事である「献血活動」

に加え広報活動の実績や取り組みも発表しました。



関西大学RAC創立10周年
記念式典

ロータリー地区大会

日程：2019年11月24日（日）

会場：関西大学千里山キャンパス

日程：2019年12月14日（土）

会場：大阪国際会議場

11月24日に関西大学RAC創立10周年記念式典に出席いたし

ました。

メインプログラムとして「あなたも関大生！~卒業をかけ

て歩き回ろう~」では参加者がウォークラリーをしながら

関大RACの会員からのクイズに挑戦しました。

グループに分かれてキャンパス内を歩き、各地点に立って

いる関大RAC会員からの問題に答えて単位を集めるという

楽しい内容でした。参加者に楽しんでもらえるプログラム

にしたいという会員の強い想いから、他クラブの周年式典

ではあまりない屋外でのフィールドワークをとりえたこと

で。こだわりの詰まった式典でした。

地区大会が2019年12月13日・14日と2日間にわたり行われ、

第2660地区RACは2日目（14日）に参加しました。友愛の

広場では、RACの地区献血、地区広報の実績についてブー

スを出展しました。また、本会議でのガバナー報告の際に

地区役員2名が登壇し、四宮ガバナーとインタビュー形式

で提唱ＲＣとの共同事業や地区行事について紹介しました。

16時からの公開シンポジウムでは「若者が躍進する世界を

目指して」というテーマのもと、ラグビー元日本代表の大

畑大介様と阪神タイガースを退団した鳥谷敬様の対談の舞

台にRACが登壇し、貴重なお話を聞き今後の活動への士気

を高める時間となりました。



第３エリア会議

地区広報委員会 報告

日程：2020年1月25日（土）

ホスト：国際ロータリー第2700地区ローターアクト

皆さんが普段よく接する「クラブ」、より大きな単位は「地区」になりますが、そのまた１つ上に「エリア」と

いう単位が存在します。

日本には33の地区があり、独自で１~３のエリアに分かれ、2660地区は第３エリアに属します。

昨年度までは「ゾーン」という単位を使っていましたが、RIの編成により、第１ゾーンに日本以外の国が組み込

まれてしまい、統制が取るのが難しくなる為第31回全国ローターアクト研修会の代表者会議にて旧ゾーンをエリ

アとして独自の枠組みを作りました。

この会議は1年に1回行われ出席者は、地区RA代表・地区幹事・地区RA代表ノミニーと限られていますが、情報

交換・交流を行うことで今後の2660地区は更に発展していくことでしょう。

【第３エリアに属する地区】

第2640地区（大阪南部・和歌山）、第2650地区（福井・滋賀・京都・奈良）、第2660地区（大阪北部）

第2670地区（香川・徳島・高知・愛媛）、第2680地区（兵庫）、第2690地区（岡山・鳥取・島根）

第2700地区（福岡）、第2710地区（広島・山口）、第2720地区（熊本・大分）、第2730地区（鹿児島・宮崎）

第2740地区（長崎・佐賀）

あ昨年度立ちあがった地区広報委員会はターゲット「華やか」のもと、

①世界とつながる ②「らしさ」を届ける ③案内（未来）、報告

（過去）よりもリアル（今）を掲げ、インスタグラムでは各クラブに

広報担当を配置し、発信力の向上を目指しました。地区のアカウント

では。4カ国（日本語・英語・韓国語・中国語）動画配信を行い、14

ヶ国の海外のRACからDMが届きました。

Facebookでは、個人に焦点を当て会長や会員、ロータリアンにイン

タビュー記事を掲載し平均リーチ数1,200もの数字を出しました。

LINEではチャリティースタンプを作成し、9,966円の売り上げました。

YouTubeでは4カ国語での地区行事報告、海外研修動画、WEB配信と

なった地区年次大会の配信を行いました。チャンネル登録者も8人

→65人に増えました。

その他でもガバナー月信の掲載、第2回地区献血時には日本赤十字社

様のご協力でラジオに出演させていただきました。

これからもRACの魅力を発信し続けていきます！



会計報告


